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国際理解教育を進めるにあたっては… 

～グローバル化と SDGs（持続可能な開発目標）の観点から～ 

杉並区立済美教育センター所長  佐藤 正明  

グローバル化が進展していく世界では、主体的に物事を考

えるとともに、価値観や特性の違いを乗り越え、相手の立場

に立って互いを理解し、それぞれの強みを生かして新しい価

値を生み出すことができる人材が求められています。 

さらに、持続可能な社会を実現し、誰も取り残さない世界

に向けた 17 の目標である SDGs（持続可能な開発目標）で

は、世界の国々が、貧困や飢餓、健康と福祉、質の高い教育

など２１世紀の世界が抱える課題に共に取り組むことが求められており、一人ひとりの取組が大切だと

されています。 

そこで、各学校では、広い視野をもち、異文化を理解し尊重するとともに、異なる文化をもった人々

と共に生きていく資質や能力の育成を図ること、相手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を表現で

きる能力の育成を図ることなどのコミュニケーション能力を高める教育を進めています。 

また、SDGs をテーマとした学習は、子どもたちが様々な問題について思考し、知識や情報を基に解

決策を考えたり、議論したり、表現したりする正に主体的・対話的で深い学びの機会となります。 

広い視野をもつと同時に、異なる文化や価値観をもつ人々といかに共生していくかを学ぶことは、子

どもたちにとって極めて重要です。特に、国際理解教育を進めるに当たっては、諸外国の生活や習慣、

価値観などについて、どちらが正しく、どちらが間違っているということではなく、「違い」を「違い」

として認識し受容していく態度、相互に共通している点を見つけていく態度などを育成していくことが

大切だと思います。 

先の見えない変革の時代を生きる、子どもたちには、国際的な視野をもち、世界の平和と人類の幸福

に貢献することのできる資質、国際社会に積極的に参加、協力できる能力と態度を身に付け、これから

の社会、次代を担う大人として大きく成長し、力強く、その歩みを進めていってほしいと願っています。 

杉並区の子どもたちが、様々な人々とのかかわりやつながりを広げ、豊かなコミュニケーションの力

を身に付け、自らの夢や希望の実現に向けて、自信をもって自らの道を切り拓く人となるよう、応援し

ていきたいと思います。 

そ       ら 



令和２年度 国際理解教育事業と主な内容 

1 訪問指導  

日本語の指導を必要としてい

る外国人および帰国児童・生徒

が編入または入学した場合、学

校からの要請に基づき、日本語

を中心とした指導を行います。 

・訪問指導要請書  

・取り出しでの個別指導 

・週２～３回訪問、１回２単位時間 

・合計８０単位時間 

2 補充指導      

① 原則として、学習に必要な

日本語の習得が十分でない帰国・入国後 1年以内かつ小学校 3 年生

以上の児童・生徒が対象です。 

② 訪問指導を８０単位時間終了後さらに日本語指導が必要な場合も対

象となります。 

・補充指導要請書  

・放課後での個別指導 

・水曜日の放課後（授業時間外）２単位時間・合計４０単位時間 

３ 国際交流の集い  

区内小・中学校に在学する外国人児童・生徒および帰国児童・生徒とその保護者等を 

 中心に、どなたでも参加していただける催しです。 

例年、外国人児童・生徒および帰国児童・生徒のスピーチやアトラクションなどを通し

て交流を深めています。  

４ 広報誌 

国際理解教育の広報誌「宇宙(そら)」を年に２回発行しています。  

 

 

 

 

【アプリ】 VoiceTra   国立研究開発法人 情報通信研究機構(NICT)が音声認識、翻訳、音声合成技術の

一環として開発・提供している無料のスマホ用翻訳アプリ。日本語と外国語間で

双方向の翻訳をすることができます。（20２０年 5 月現在、31 言語） 
【テキスト】たのしいがっこう（東京都教育委員会） 

22 種類の言語版があり、PDFファイルをダウンロードできます。 

【ホームページ】 

CLARINET へようこそ（海外子女教育、帰国児童生徒等に関する文科省のホームページ） 

           「外国人児童生徒受け入れの手引き」をダウンロードできます。 

かすたねっと（外国につながりのある児童生徒の学習を支援する情報検索サイト） 

             ウェブで公開されている多言語学校関係文書・教材を探すことができます。  

東京都教育委員会ホームページ  

公益財団法人 海外子女教育振興財団  

【その他】  東京都立学校に入学を希望する皆さんへ（英語版・中国語版・韓国語版）東京都教育委員会 

ネパール 17

中国 11

アメリカ 4

韓国 2

タイ 2

フィリピン 2

イギリス 1

オーストラリア 1

カナダ 1

ベトナム 1

ロシア 1

ミャンマー 1

合計 44

令和元年度

訪問指導実績

出身国

滞在国等
合計

韓国 2

合計 2

出身国

滞在国等
合計

令和元年度

補充指導実績

外国人児童生徒・帰国児童生徒の受け入れ時に学校現場で役に立つ 

アプリ・テキスト・ホームページ等 
 

日本語について

日本の学校生活について

帰国・入国の時期

申請学年

訪問指導申請 補充指導申請

日本語指導の申請について

よくわからないため集団の

適応が遅れがちである。
学習に必要な日本語の習得が十分でない。

学校生活への適応

が遅れがちである。
適応できている。

1年以内 1年以上

小学校1年生

小学校2年生
小学校3年生以上

小学校1年生～

中学校3年生


